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公
職
の
候
補
者
な
ど
は
、
時
期
や
名

好ききらいなく何でも食べる元気な園児に・

白銀(しろがね)保育園は、国道 143号線沿いの川西地区仁古田と岡の中間にあり、周りをた んぼに固

まれ、鳥帽子、浅閉め連峰 を一望できる環境のよい場所にあ ります。

昭和37年、 仁古田、同の両保育園が合併して、白銀保育園が創立されました。創立以来15年を経過 した

今でも、地元の皆さんが保育園に寄せた期待と熱意のほどが広々とした園庭、広い保育室、そし て、どっ

しりとした圏舎の中に歴史の重みと共に、ひしひしと感じられます。

保育の目標の第一は、健康な体力づくりと好ききらいなく何でもたべられる園児、第二は、物を大切に

する園児、第三は、あいさつのはっきりできる園児に育てたいと願し¥職員一同努力している毎日 です。

(白銀保育園長)

市民の動き

( 5月 1日現イ1:)…2ペー ジ

ー3ページ

.4ページ 108，270人総人口

52，686人男-ー一...5・6ページ

55，584人女

主な内容
市政功労者を表彰…・・ー

アメシロが発生します。早目に発見対策を………-…

北陸新幹線早期建設と駅設置「生活環境を考える」

水はつくられています、大切にしましょう 。
水道週間 r6月1日-7日」

乳児検診の日程と対象児の一部を変更、軽自動車税の一部を改正・ ? ページ

参議院議員選挙特集 ……………・………………………..8-11ページ

同和問題を考えるー・…・…-一……………………………… … 12ページ
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市政功労者を表彰
長年の功績をたたえ官 3③名

地
方
自
治
法
施
行
三
十
周
年
と
市
制

報
施
行
五
十
八
周
年
の
記
念
と
し
て
五
月

広
十
六
日
、
上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
に
お
い
て
、
長
い
間
、
市
政
の
各
分
野

一
で
ご
苦
労
さ
れ
、
功
績
の
あ
っ
た
皆
き

齢
ん
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

問
酬
表
彰
式
で
は
、
石
井
市
長
が
、
長
い

議

問

、
市
政
に
尽
き
れ
た
こ
と
に
対
し
感

慨
謝
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
あ
と
、
市
政
功

一
労
章
と
表
彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。

一
そ
の
あ
と
、
表
彰
者
を
代
表
し
て
、

一
八
回
た
つ
よ
さ
ん
が
「
少
し
で
も
市
政

一
に
役
立
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
た
だ
き

号
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
微
力
な
が

“

ら

こ

れ

か

ら
も
市
政
発
展
の
た
め
に
尽

勾

t第

く
し
ま
す
。
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

えヴ

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
、
長

い
間
、
市
議
会
議
員
、
市
理
事
者
、
行

政
委
員
、
農
業
委
員
、
民
生
委
員
、
保

護
司
、
消
防
団
幹
部
、
市
の
幹
部
職
員

な
ど
と
し
て
市
政
発
展
に
尽
さ
れ
た
皆

き
ん
。
多
額
の
資
産
を
ご
寄
贈
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
な
ど
百
三
十
九
名
で
す
。

〈
市
政
功
労
者
〉

(
五
十
音
順

マ
赤
羽
光
利
き
ん
マ
上
沢
泉
一
さ
ん

マ
葦
沢
達
さ
ん
マ
有
賀
潤
き
ん
マ
安

藤
美
久
さ
ん
マ
石
井
字
さ
ん
マ
石
井

光
一
さ
ん
マ
石
井
善
治
き
ん
マ
磯
川
清

治
さ
ん
マ
伊
東
ょ
う
さ
ん
マ
稲
垣
み
づ

ほ
き
ん
マ
今
井
正
昭
き
ん
マ
上
野
豊
子

さ
ん
マ
大
沢
昌
新
き
ん
マ
大
野
き
み
さ 石井市長から市政功労宣艇を受ける受章者

ん
マ
尾
崎
茂
さ
ん
マ
掛
川
嘉
憲
さ
ん

マ
片
岡
俊
雄
さ
ん
マ
金
井
好
衛
さ
ん
マ

金
子
喜
一
郎
さ
ん
マ
北
沢
勝
さ
ん
マ

工
藤
巌
さ
ん
マ
工
藤
俊
武
さ
ん
マ
久

保
角
太
郎
さ
ん
マ
窪
田
清
己
さ
ん
マ
倉

升
善
雄
さ
ん
マ
黒
坂
勝
さ
ん
マ
小
泉
義

雄
さ
ん
マ
甲
田
喜
義
さ
ん
マ
小
島
惇
一

郎
さ
ん
マ
小
山
一
平
き
ん
マ
小
山
八
郎

さ
ん
マ
小
山
与
七
さ
ん
マ
近
藤
豊
伝
き

ん
マ
柳
原
重
門
さ
ん
マ
榊
原
達
雄
さ
ん

マ
榊
原
隆
三
さ
ん
マ
佐
武
き
よ
子
さ
ん

マ
塩
川
栄
造
さ
ん
マ
清
水
清
さ
ん
マ

清
水
鉢
一
さ
ん
マ
春
原
清
重
さ
ん
マ
高

槻
勇
さ
ん
マ
高
野
幹
雄
さ
ん
マ
高
橋

英
子
き
ん
マ
滝
沢
武
夫
さ
ん
マ
田
口

玲
さ
ん
マ
竹
内
君
江
さ
ん
マ
竹
内
君
子

き
ん
マ
竹
内
賢
次
郎
さ
ん
マ
竹
内
博

き
ん
マ
竹
内
正
さ
ん
マ
竹
内
義
憲
さ

ん
マ
武
田
助
夫
さ
ん
マ
回
玉
照
子
さ
ん

マ
土
屋
一
こ
さ
ん
マ
土
屋
一
雄
さ
ん
マ

土
屋
和
さ
ん
マ
土
屋
佐
太
郎
さ
ん
マ

手
塚
幸
雄
き
ん
マ
寺
島
甫
さ
ん
マ
砥

石
種
次
さ
ん
マ
富
岡
臨
さ
ん
マ
中
沢

う
め
よ
さ
ん
(
四
十
一
年
受
彰
、
感
謝

状
贈
呈
)
マ
中
沢
一
広
さ
ん
マ
中
沢
寅

重
き
ん
マ
中
沢
文
吾
さ
ん
マ
中
沢
平
太

郎
さ
ん
マ
中
島
静
子
さ
ん
マ
中
村
広
三

郎
さ
ん
マ
中
村
寛
さ
ん
マ
西
人
情
一

さ
ん
マ
西
川
伊
次
郎
さ
ん
マ
西
沢
永
次

さ
ん
マ
鰻
沢
栄
次
郎
き
ん
マ
萩
原
正
治

さ

ん

マ

秦

栄

き

ん

マ

畑

好

郎

さ

ん

マ
八
回
た
つ
よ
さ
ん
マ
花
岡
寅
三
郎
さ

ん
マ
花
岡
み
よ
じ
き
ん
マ
馬
場
保
き

ん
マ
浜
村
謙
一
郎
き
ん
マ
浜
村
芳
郎
き

ん
マ
林
丈
夫
さ
ん
マ
半
田
栄
一
さ
ん

マ
半
田
孝
淳
さ
ん
マ
平
野
茂
き
ん
マ

平
林
恒
雄
さ
ん
マ
平
林
直
衛
さ
ん
マ
平

原
喜
好
さ
ん
マ
藤
沢
酒
造
男
さ
ん
マ
藤

浪
い
ね
子
さ
ん
マ
古
畑
元
治
さ
ん
マ
細

谷
広
務
さ
ん
マ
堀
込
義
雄
さ
ん
マ
間
島

政
雄
さ
ん
マ
松
井
民
雄
さ
ん
マ
松
原

郁
き
ん
マ
丸
山
忠
雄
さ
ん
マ
水
野
ユ
キ

さ
ん
マ
宮
崎
盛
登
さ
ん
マ
宮
沢
三
子
男

さ
ん
マ
宮
下
喜
市
さ
ん
マ
宮
島
は
な
さ

ん
マ
宮
林
忠
男
さ
ん
マ
宮
原
藤
三
さ
ん

マ
村
田
正
路
さ
ん
マ
母
袋
忠
右
衛
門
さ

ん
マ
母
袋
範
雄
さ
ん
マ
森
晃
さ
ん
マ

矢
島
護
一
さ
ん
マ
柳
沢
好
春
き
ん
マ
柳

沢
理
一
郎
さ
ん
マ
柳
原
楊
さ
ん
マ
山

従業員数は減少

出荷額はふえる
く5 1年工業統計調査結果〉

事業所、

上田市の製造業の事業所は、 992事業所で前年調査 (昭和50年

12月31日現在)の結果に比べて、 25事業所 2.5%減、従業者数は

17，071人で168人1.0%減、現金給与額は 289億5，071万円で29億

9，007万円11.5%増加、製造品出荷額は1，496億3，793万円で127億

6，392万円9.3%増加 しました。 (昭和51年12月31日現在で実施し

た工業統計調査を長野県が集計した結果です)

51年工業統計調査結果表

自
主
性
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
各
課

が
責
任
担
当
区
分
を
受
け
持
ち、

自
治

会
と
の
連
携
を
よ
り
密
に
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

越
岩
雄
さ
ん

マ
山

極

稔

さ

ん
マ
山
崎

哲
成
さ
ん
マ
山
崎
正
夫
さ
ん
マ

山
崎
通

雄
さ
ん
マ
山
崎
和
太
郎
さ
ん
マ
山
辺
友

安
さ
ん
マ
山
辺
や
い
さ
ん
マ
横
関
義
雄

さ
ん
マ
横
山
勇
司
さ
ん
マ
六
川

清
さ

ん
マ
六
川
慶
喜
さ
ん
マ
六
川
憲
七
郎
き

ん
マ
若
林
貞
雄
さ
ん
マ
和
田
晋
さ
ん
マ

和
田
ち
か
さ
ん
マ
オ
ル
ガ
ン
針
株
式
会

社
様
マ
昭
栄
株
式
会
社
様
マ
株
式
会
社

西
友
ス
ト
ア
ー
長
野
様
マ
大
日
本
絵
画

工
芸
美
術
株
式
会
社
様
マ
東
京
海
上
火

災
保
険
株
式
会
社
機
マ
株
式
会
社
八
十

二
銀
行
様
マ
株
式
会
社
富
士
銀
行
長
野

支
庖
様
マ
ユ
ニ

l
株
式
会
社
上
田
中
央

シ
ヨ

ソ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
様
。

一第 744号ー

ど
ん
な
気
持
で
い
る
の
だ
」
と
言
う
厳

し
い
声
が
毎
年
か
な
り
出
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
シ

ロ
ヒ
ト
リ
の
撲
滅
は
「
自

分
の
樹
木
は
、
自
分
で
防
除
」

の
原
則

事業所数従業者数現金給与額 原材料使用額 製造品出荷額

7，746万，59円3 13，687万，40円1 

992 1 17 ，07l1 2，895，071 8.858，606 14，963，793 

6. 25 ム 1681 299，007 1，1l2，013 1，276，392 

97.5% 1 99.0% 1 1l1.5% 114.4% 109.3% 

〈
学
校
教
事
同
様
〉

幼
稚
園
、
高
校
、
大
学
を
担
当
。

〈
保
育
稼
〉

市
立
保
育
園
を
除
く
保
育
園
を
担
当

〈

課

〉
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た く 旬
。しこ

まれ
すカ

J ん
と t
謝背
番奪回
を努
述扇
〈こグ

ら丈
れゲ

ま ，:
し尺

は
さ
ん
マ
今
井
正
昭
さ
ん
マ
上
野
豊
子

き
ん
マ
大
沢
昌
新
き
ん
マ
大
野
き
み
さ

だ一一傑議握脇) 第 744号、

今
年
も
、
庭
木
や
公
園
の
樹
木
や
桑
園
を
食
い
あ
ら
す
、
緑
の
大
敵
ア
メ
リ

カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
発
生
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。
昨
年
は
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
の
発
生
状
況
が
地
域
に
よ
っ
て
違
う
た
め
防
除
開
始
時
期
、
目
標
な
ど
を

連
合
自
治
会
単
位
で
決
め
、
地
域
に
適
し
た
防
除
活
動
を
行
っ
た
結
果
、
被
害

を
か
な
り
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
古
川
は
、
今
年
も
「
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト

リ
防
除
対
策
本
部
」
を
設
け
、
昨
年
の
実
績
を
踏
ま
え
、
各
自
治
会
、
事
業
所

な
ど
の
協
力
を
得
て
積
極
的
に
撲
滅
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

こ
の
運
動
を
ス
ム

ー
ズ
に
進
め
る
た
め
、
各
自
治
会
、
事
業
所
な
ど
で
、
常
習
発
生
地
帯
や
放
置

樹
木
の
確
認
な
ど
を
行
っ
て
、
早
自
に
防
除
計
画
を
立
て
、
強
力
な
防
除
活
動

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
対
策
本
部
も
、
撲
滅
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
各
課
が

そ
れ
ぞ
れ
責
任
担
当
区
分
を
持
ち
徹
底
防
除
を
図
り
ま
す
。

えヴ一 (3)・一一一ー昭和52年 6月 1日 広 報

他
地
区
に
あ
る
樹
木
は

所
有
者
が
責
任
も
っ

て
防
除

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
防
除
活
動
も

全
市
民
参
加
の
運
動
に
広
が
り
定
着
し

て
き
ま
し
た
が
、
反
面
、
他
自
治
会
や

他
地
区
の
個
人
所
有
の
樹
木
が
放
置
さ

れ
、
防
除
の
呼
び
か
け
に
も
応
じ
な
い

た
め
、
担
当
自
治
会
か
ら
「
他
人
に
迷

惑
を
か
け
て
お
い
て
、
ク
ル
ミ
な
ど
の

収
種
だ
け
は
忘
れ
な
い
者
が
い
る
が
、

ん
マ
花
岡
み
よ
じ
さ
ん
マ
馬
場
保
さ

ん
マ
浜
村
謙
一
郎
き
ん
マ
浜
村
芳
郎
き

アメシロに食い荒され丸裸になった クルミ の木

ど
ん
な
気
持
で
い
る
の
だ
」
と
言
、
7
厳

し
い
声
が
毎
年
か
な
り
出
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
撲
滅
は
「
自

分
の
樹
木
は
、
自
分
で
防
除
」
の
原
則

を
守
ら
な
い
と
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け

る
ば
か
り
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
の
温
床
と
な
り
、
全
市
民
の
撲
滅

運
動
を
水
泡
(
す
い
ほ
う
)
に
帰
し
か

ね
ま
せ
ん
。

他
地
区
に
あ
る
樹
木
の
所
有
者
は
、

担
当
自
治
会
と
連
絡
を
取
る
な
ど
し
て

必
ず
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

防
除
最
適
期
は

七
月
三
日
j
十
七
日

〈
対
策
本
部
予
想
〉

今
年
は
、
昨
年
の
防
除
体
制
の
結
果

か
ら
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
発
生

状
況
に
応
じ
た
、
柔
軟
性
を
も

っ
た
防

除
体
制
と
し
ま
す
の
で
、
防
除
活
動
を

円
滑
に
行
う
た
め
各
自
治
会
、
事
業
所

で
撲
滅
班
を
組
織
し
、
防
除
期
目
、
目
標

な
ど
を
決
め
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

独
自
に
撲
滅
運
動
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

対
策
本
部
で
は
、
今
ま
で
の
発
生
状

況
な
ど
か
ら
、
七
月
三
日
間
か
ら
十
七

日
同
に
か
け
て
が
、
防
除
最
適
期
と
考

え
て
い
ま
す
。
各
自
治
会
、
事
業
所
な

ど
で
も
、
こ
の
期
聞
を
参
考
に
計
画
を

立
て
て
く
だ
さ
い
。

担
当
別
に
各
課
が
窓
口

各
連
合
自
治
会
に
職
員
配
置

今
年
も
昨
年
と
同
じ
く
、
自
治
会
の

自
主
性
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
各
課

が
責
任
担
当
区
分
を
受
け
持
ち
、
自
治

会
と
の
連
携
を
よ
り
密
に
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
区
連
合
自
治
会
ご
と
に
、

部
課
長
を
配
置
し
、
自
治
会
や
事
業
所

な
ど
の
問
合
せ
な
ど
に
責
任
を
持
っ
て

対
応
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
の
で
、

撲
滅
班
長
(
自
治
会
長
)
き
ん
は
、
各

担
当
課
、
担
当
職
員
と
連
携
を
と
り
じ

ゅ
う
ぶ
ん
効
果
が
あ
が
る
よ
う
活
動
し

て
く
だ
さ
い
。

防
除
機
と
薬
剤

無
料
で
貸
与

自
治
会
が
共
同
で
防
除
を
行
う
と
き

は
、
無
料
で
防
除
機
を
貸
出
し
ま
す
。

ま
た
薬
剤
も
必
要
限
度
無
料
で
お
わ
け

し
ま
す
の
で
、
農
林
課
へ
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

業
者
に
よ
る
薬
剤
散
布
は
、
第
一
化

期
は
行
い
ま
せ
ん
。

マ
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
撲
滅
運
動
担

当
区
A
H

〈
市
民
諜
・
公
害
課
〉

一
般
市
民
、
自
治
会
、
衛
生
推
進
協

議
会
を
担
当
。

〈
商
工
諜
〉

各
事
業
所
、
事
業
団
体
を
担
当
。

〈
耕
地
課
〉

農
業
用
水
路
、
農
業
用
道
路
を
担
当

〈
土
木
課
〉

農
業
用
以
外
の
河
川
、
国
・
県
道
を

担
当
。

ハ
噌
f
拙
阿
川
歯
私
書
同

a
w
v

幼
稚
園
、
高
校
、
大
学
を
担
当
。

〈
保
育
課
〉

市
立
保
育
園
を
除
く
保
育
園
を
担
当

〈
福
祉
課
〉

民
間
福
祉
施
設
を
担
当
。

〈
保
健
予
防
諜
・
国
保
年
金
課
〉

市
立
を
除
く
病
院
、
医
院
、
診
療
機

関
を
担
当
。

〈
庶
務
課
〉

神
社
、
寺
院
を
担
当
。

〈
農
林
課
〉

農
業
団
体
、
山
林
原
野
、
荒
廃
農
地

を
担
当
。

………滋一体一応謀
J

紘一…じ一訟は…一小川……川町一寸

法
一
一
得
買
が
必
要
だ
ゆ
…
…

市
で
は
、
金
銭
、
物
ロ
聞
な
ど
の
寄
付

を
募
る
時
は
、
市
長
の
許
可
を
得
て
か

ら
で
な
い
と
で
き
な
い
と
条
例
で
定
め

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
募
金
な
ど
を
行
う
こ
と
を

公
に
し
、
募
る
金
品
の
経
理
の
公
正
と

そ
の
濫
行
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

募
金
と
は
、
後
援
費
、
賛
助
副
賞
、
基

金
、
分
担
金
、
そ
の
他
名
称
を
間
わ
ず

多
人
数
か
ら
金
銭
物
品
、
ま
た
は
財
産

上
の
出
資
を
う
な
が
す
行
い
を
い
い
ま

す
。く

わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
一
階
市

民
課
庶
務
係
へ
お
閉
会
せ
く
だ
さ
い
。

(
宮
@
四
一

O
O
内
線
二
七
二
有
線
②

O
七
O
一

)
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早期建設と駅設置

圏圏園国

北
陸
新
幹
線
の
建
設
と
新
幹
線
上

田
駅
誘
致
の
問
題
を
よ
く
考
え
て
み
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る
と
、
い
く
つ
か
の
疑
問
や
環
境
問

題
な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
生
活
環
境
に
つ

い
て
主
な
例
を
あ
げ
て
、
一
緒
に
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
現
在
、

上
回
か
ら
東
京
ま
で
は
特
急
で
二
時
間

半
ほ
ど
で
行
か
れ
ま
す
か
ら
、
こ
れ
以

上
早
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
大
き
な
意
味

は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
上
回

に
新
幹
線
が
停
車
す
る
か
ど
う
か
は

そ
ん
な
に
重
要
な
問
題
で
は
な
い
の
で

は
な
い
か
、
と
言
う
こ
と
で
す
。

た
し
か
に
現
在
の
時
間
、
距
離
か
ら

す
れ
ば
、
今
以
上
に
早
い
鉄
道
を
上
回

環境庁が定めた

新幹線鉄道に関する環境基準

地域の種類| 基準値

住居地域 I 70ホーン以下

商工業地域 I 75ホーン以下

飛行機のエンジンの近〈

τ瓦石;前ぷ;三~

市
と
し
て
は
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
山
陽
新
幹
線
の
実
例
な
ど

か
ら
考
、
子
句
れ
る
こ
と
は
、
新
幹
線
が

上
田
市
を
通
過
し
て
上
回
に
停
車
し
な

か
っ
た
場
合
、
現
在
の
信
越
線
を
今
と

同
じ
よ
う
に
利
用
で
き
る
か
ど
う
か
非

常
に
疑
問
で
す
。

今
は
、
信
越
線
の
特
急
が
停
車
し
て

い
る
か
ら
よ
い
の
で
す
が
、
新
幹
線
が

走
る
よ
う
に
な
る
と
信
越
線
は
、
通
勤

通
学
、
貨
物
な
ど
の
列
車
を
除
き
、
特

急
や
急
行
の
大
部
分
は
廃
止
さ
れ
る
で

1ν

ょ、っ。

新
幹
線
が
停
車
し
な
か
っ
た
ら
上
回

は
、
ロ
ー
カ
ル
駅
と
し
て
現
状
よ
り
は

る
か
に
不
便
に
な
り
、
二
時
間
半
で
は

東
京
ま
で
行
け
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

次
に
、
名
古
屋
の
新
幹
線
騒
音
に
よ

る
「
マ
ン
モ
ス
訴
訟
」
な
ど
か
ら
、
新

幹
線
が
走
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
騒

音
公
害
な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

名
古
屋
の
場
合
は
、
東
海
道
新
幹
線

の
例
で
す
が
、
こ
れ
は
、
今
か
ら
十
年

以
上
も
前
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ま

に
あ
わ
せ
よ
う
と
、
公
害
な
ど
あ
ま
り

考
え
な
い
で
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

山
陽
新
幹
線
で
は
、
東
海
道
新
幹
線

の
に
が
い
経
験
を
生
か
し
、
種
々
の
改

20 

良
を
加
、え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
現
在

建
設
中
の
上
越
・
東
北
新
幹
線
な
ど
で

は
列
車
が
通
過
す
る
時
に
騒
音
を
発
す

る
鉄
桁
(
け
た
)
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
桁

に
変
え
た
り
、
防
音
壁
を
取
り
つ
け
る

な
ど
、
す
べ
て
の
面
で
比
較
に
な
ら
な

い
ほ
ど
改
善
さ
れ
、
環
境
庁
で
定
め
た

騒
音
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
な
対
策
が

講
じ
ら
れ
、
む
し
ろ
在
来
線
の
騒
音
よ

り
低
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。(
左

の
表
、
図
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
)

こ
の
ほ
か
に
、
振
動
や
つ

ぶ
れ
地
、
補

貨
の
問
題
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後

一
緒
に
考
、
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

東北・上越

構造物の推移

いろいろな音
ホン

在
で
は、

八
万
八
千
四
百
人

の
市
民
に

給
水
。
塩
田
地
区
な
ど
の
県
営
水
道
利

た
ま
る
汚
泥
を
十
日

に

一
度
は
取
り
除

か
な
け
れ
ば
、
ろ
過
能
力
が
低
下
す
る

53kg/mのレール

と
合
わ
せ
て
、
地
加
す
る
水
需
要
に
対

処
し
ま
す
。
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今
年
で
十
九
回
を
迎
え
る
「
水
道
週

間
」
は
、
六
月
一
日
か
ら
七
臼
ま
で
行

わ
れ
、
全
国
で
各
種
の
行
事
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

水
道
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
で

文
化
的
な

日
常
生
活
を
支
え
る
最
も
重

要
な
施
設
で
す
。

上
田
市
で
も
、
こ
の
週
間
中
に
水
道

事
業
に
日
ご
ろ
、
こ
協
力
い
た
だ
い
て
い

水
は
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す

大
切
に
し
ま
し
ょ
う

〈
浄
水
施
設
を
拡
充
〉

上
田
市
の
水
道
は
、
大
正
十
二
年
創

設
以
来
五
十
有
余
年
を
経
過
し
ま
し
た
。

る
皆
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
水
道
事
業

協
力
者
総
会
を
開
催
、
そ
の
席
上
、
長

年
水
道
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
皆
き
ん
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
指
定
工
事
庖
の
技
術
向
上
の

た
め
の
技
術
講
習
会
、
市
役
所
一
階
市

民
ホ

ー
ル
で
水
道
関
係
の
写
真
展
な
ど

を
聞
き
ま
す
。

こ
の
間
隣
接
町
村
と
の
合
併
な
ど
に

よ
り
、
年
々
給
水
人
口
が
増
加
し
、
現 きれいな水を家庭に届ける 染屋 浄水場

在
で
は
、
八
万
八
千
四
百
人
の
市
民
に

給
水
。
塩
田
地
区
な
ど
の
県
営
水
道
利

用
者
を
含
め
る
と
、
ほ
と
ん
ど
全
市
民

が
水
道
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
給
水
人
口
の
増
加
に
対
処
す
る

た
め
、
染
屋
浄
水
場
の
拡
充
。
菅
平
ダ

ム
か
ら
の
引
き
水
に
よ
る
石
舟
浄
水
場

(
真
田
町
地
籍
)
の
建
設
な
ど
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
快
適
な
日
常
生
活
を
営
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、
水
道
施
設
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。

五
十
一
年
度
で
は
、
工
費
約
九
千
八

百
万
円
を
か
け
て
ろ
過
池
を
三
池
新
設

既
設
の
ろ
過
池
と
合
わ
せ
て
、
一
日
五

万
二
千
ト
ン
を
ろ
過
し
ま
す
。

こ
の
ろ
過
水
量
は
、
同
浄
水
場
が
夏

・
冬
期
に
配
水
す
る
、
最
大
配
水
量
、

一
日
三
万
七
千
ト
ン
を
大
幅
に
う
わ
ま

わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
各
ろ
過
池

(
十
三
池
)
に

た
ま
る
汚
泥
を
十
日
に
一
度
は
取
り
除

か
な
け
れ
ば
、
ろ
過
能
力
が
低
下
す
る

の
で
、

予
備
ろ
過
池
を
持
ち
こ
れ
か
ら

水
需
要
が
増
加
す
る
夏
場
に
、
各
家
庭

へ
安
全
で
き
れ
い
な
水
を
じ
ゅ
う

、山
ん

配
水
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
ま
た

配
水
池
も
約
八
千
二
百
万
円
を
費
し
て

半
地
下
式
の
貯
水
量
四
千
八
百
ト
ン
一

基
を
新
設
、
既
設
の
二
基
(
八
千
ト
ン
)

と
合
わ
せ
て
、
増
加
す
る
水
需
要
に
対

処
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
市
内
倉
升
、
岡
に
配

水
池
を
新
設
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
心

し
て
水
道
が
使
え
る
よ
う
努
力
し
て
い

ま
す
。

五
十
二
年
度
で
は
、
浄
水
場
か
ら
流

れ
出
る
汚
泥
を
処
理
す
る
た
め
、
排
水

処
理
施
設
「
排
泥
池
」
を
建
設
し
ま
す
。

き
れ
い
で

安
全
な
水
を
供
給

水
質
検
査
設
備
整
う

光
度
計
」
、
重
金
属
処
理
装
置
、
細
菌

の
培
養
を
行
う
「
恒
温
器
」
な
ど
水
質

検
査
器
を
約
一
千
万
円
を
か
け
て
設
置

水
質
の
分
析
、
異
常
時
の
早
期
発
見
と

原
因
究
明
の
ス
ピ
ー
ド
化
を
図
り
ま
す
。

上
田
市
の
水
道
の
水
源
は
、
千
曲
川
、

神
川
な
ど
の
河
川
や
菅
平
ダ
ム
に
依
存

し
て
い
る
た
め
、
水
質
の
変
化
が
激
し

く
、
短
期
日
で
変
化
し
ま
す
。

今
ま
で
、
東
信
公
害
セ
ン
タ
ー
や
上

回
保
健
所
へ
水
質
検
査
を
依
頼
し
て
い

ま
し
た
が
、
検
査
の
結
果
が
で
る
ま
で

に
か
な
り
の
時
聞
が
か
か
り
、
そ
の
水

質
変
化
の
原
因
究
明
は
不
可
能
の
状
態

で
し
た
が
、
こ
の
設
備
に
よ
り
、
検
査

が
す
ぐ
で
き
る
た
め
、
原
因
究
明
が
早

く
な
り
そ
の
対
応
策
も
た
て
や
す
く
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
家
庭
の

「
じ
ゃ

ぐ
ち
」

四
千
二
百
六
十
五
万
円
を
費
し
て
昨

年
秋
、
染
屋
浄
水
場
内
に
完
成
し
た
水

質
検
査
棟
、
重
金
属
の
分
析
を
行
う

「
原
子
吸
光
光
度
計
」
、
硝
酸
、
ア
ン
モ
ニ

ア
な
ど
無
機
物
質
を
分
析
す
る
「
分
光水質検査に威力を発揮する原子 吸光光度計
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i十 マ十 マう更検第
! 七 五 塩 八 五 上 お し 診 七 四
i日 十 回 目 十 回 願 ま 日 四 月
i 。三支に三市いす程一十
i 年所 。年健しの表号六
i 一二 一康までので日

現在、年度の途中で所有者が変更した場合月割課 i 月階 月セす 、ーお発
_""，，"A _ i 十会 十ン お部知行

税をしている、軽四輪乗用車、軽四輪貨物車、一輪の i 八識 九タ 聞をらの

小型自動車、小型特殊自動車の軽自動車税が次のよう! 日室 日 l 違次せ広

に52年 4月 1日から一部改正されまし t::._ i を会 を会 いのし報
ー。 ! 同場 同 場 のとた

賦課期 日 (4月 1日)以後に、市内に住んでいる人; 年 年 な お ? 
同士で、所有者の変更があった場合はそ の 年 度 の 末 l 一 一 いり乳乙

日(3月31日)に所有者変更があったものとみなされ! 月 月 よ変児ど

月割課税はしないことになりました。 なお 他の市町 i
v i相楽フン 正;:;:;:;:;:;:;::::::::::::.:;:::::';;:;:;:: 生五二 マ

村の人へ名儀変更した場合は、月割課税となります。 ;互しオグ勤 i・ 以 に 十 年 九 )11
くお問合せ> iのい l 、労 =r~:f=:tlitf~?r 上。二五月西
総務部市民税課諸税係 (ft@4100内線 23 3 ) !友集ク山青 l;eJ干の 年月一社

; 情 い ダ 登 少 i・ma:=tt??よ 五 生 日 会
iとをンり年総:iff，*':ミiう 月と検福
;親行ス、ホ i!!i!i!i!titW!!!fB;tに 生五 診祉
i睦い、海 I ¥?f::f:、変 と+すセ
!を 、社 水ム fAtfl=it信 ;更 五二る ン

!深勤交浴で iιt~~J41:f し 十年対 タ
iめ労ダ、は :Zi]訟 jま ー十象 l
;る青ン魚、核m=摂す 年二児会
;サ少スつハ ::=~::=I%titfff 。 十月 、場

i I 年なりイ蕊:~;:???t::=ffr: 一生五
iクのど、キ:;:::;::::桃山;;:三:;:;:;:;:::::;: 月を十

消費者行政の円滑な推進を図るため、次の皆さんに:

52年度の「消費生活推進委員」としてご苦労いただく!

ことになりました。消費生活上の苦情や問題点があり{

ましたらお気軽にご相談ください a

消費生活推進委員氏主 ! 
のぶ子さん 中央北 2一 7-62 ! 

和子さん 大字富士山2122-l i 
淑子さん 大字上塩 尻 524 i 
かづ子さん 大字古里1481-5 ! 
正子さん 大字富士山 ! 
末知さん 大字八木沢 218 i 

!必 募給 動 資委希監 主主:宗主主;

i要三集 五務十 員望視市総i 九~}
i 書か人与時時歳格会者員教 ~ir(;::;::::.:.:.而在
!類月員 11 。閉ま 11 体はを育料
i 11 間・ー 11 で健育、次委 i腎'，;;;:・

県内で生産される輸出向け工業製品などを広〈市民 j自 。雇 日 午 の 康 諌 早 に 買 い

の皆きんに紹介し、貿易に対する理解を深めていただ!筆 用 、 前人でへ目よ会 i芽見}}，:::;:;
くとともに、取り引きを促進し、産業の復興を図る子め iの 期二 八。水申にりで j富務

ー!履 問千 時 泳込市募はき員::;:;:;:;:;:;::;:;:
「長野県貿易展」を上田市民体育館において 6月11日 i歴 11 七 三 経ん役集 、ト;窓:;:;:

仕)から 13日開)まで聞きますー i書 蒼百 十 験で所し市「ヲ号 j絞

地元上田市をはじめ、県内の工業製品が多数出品さ; 。 Z円 ? Z 左足手写 !:i!_!iii:i.!i.!ii:'

れますので、市の産業、県の産業を知っていただくの 1 。 午 る会教の I ー・
に、大変役 立 つ と 思 い ま す の で 、 大 勢 崎さんご来場 j 約 後 三勺育でル;.:.::::;:;.;. ~:i:!:~:i:~:::::::::: 

ください。 入場は無料です。

貿易展とあわせて、上田市の特産品(農民美術、上!し動回々の塩の第
: た 公 市 と 川 回 会 七 五

回紬、土産品)と長野県発明研究会日曜学校の発明品 1。園自進西母場四月

も展示します。 lお は然 む全 子 、 三 十

1.とき 6月11日仕)午前11時~午後 6時 jわ 、公自区健川号六
!び自国黙は康西「日

12日(日)午前 9時~午後 6時 ; し 然 建 運 塩 セ 社 三 発

13日開)午前 9時~午後 5時 iて運設動回ン会歳行
1訂動地公全タ福児の

上田市民体育館(上回城跡内)
!正公地図区|祉検広

(1)ソビエト紹介 :し園図造の。セ診報

(2)中華人民共和国紹介 1まののり誤対ン日 2
- iす誤塩」り象タ程 J

(3)ミズーリ州紹介 (4)プフジル紹介 i 。り回の斗 地|表 33
(5)貿易相談 ! で運上着区は」亡

えつ一(7)ー一一一昭和52年 6月 1日 広 報

軽自動車税の一部が改正
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教
育
水
準
は
、
近
年
次
第
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
が
所
得
が
低
く
生
活
が
苦
し

い
こ
と
は
、
子
供
の
基
礎
学
力
や
進
学

率
に
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を
与
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て
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ま
す
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の
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差
別
を
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。

今
は
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と
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条

九

三

一

清

水

腹

子

さ

ん

手

塚

四

二

一
山
辺
ミ
サ
ヲ
さ
ん

一

中

央

五

(

上

房

山

)

七

九

一

白

石

慶

次

郎

さ

ん

伊

勢

山

八

O

一
永
野
嘉
十
郎
さ
ん

山

中

央

西

一

(

上

紺

屋

町

)

八

九

部
落
の
歴
史

ふ
る
さ
と
(
父
の
ね
が
い
)

丸
岡
忠
雄

ふ
る
さ
と
を
か
く
す
こ
と
を
父
は

け
も
の
の
よ
う
な
鋭
き
で
覚
え
た
。

ふ
る
さ
と
を
あ
ば
か
れ

ふ
た
た
び
帰
ら
ぬ
友
が
い
た
。

ふ
る
さ
と
を
告
白
し
て

い
い
な
ず
け

許
婚
者
に
去
ら
れ
た
友
が
い
た
。

わ
が
子
よ
お
ま
、
え
に
は

胸
張
っ
て
ふ
る
さ
と
を
名
の
ら
せ
た

だ
し
。

ひ
と
み

瞳
を
上
げ
、
な
ん
の
た
め
ら
い
も

な
く

H

こ
れ
が
、
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と

で
す
。

A

と
、
名
の
ら
せ
た
い
。

だ
れ
に
も
、
ふ
る
さ
と
が
あ
る
。

老
い
た
る
父
母
が
い
ま
す
。
き
ょ
、
7
だ

い
む
つ
み
育
っ
た
ふ
る
き
と
が
あ
る
。

:おJ

幽

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

(

四
月
三
十
日
現
在
)

蛇

t尺

四

上
村
ク
リ
さ
ん

丸

山

広

さ

ん

臼
田
み
ど
り
さ
ん

堀
内
三
郎
さ
ん

小
胎
武
雄
さ
ん

藤
井
モ
ト
さ
ん

踏
入
二

(
踏
入

)
八
六

佐

藤

さ

と

さ

ん

岩

門

七

六

佐

藤

と

し

さ

ん

秋

和

八

一

竹
内
清
司
さ
ん

常
磐
城
六
(
常
磐
町
)
三
一

松

井

さ

つ

の

さ

ん

三

好

町

八

七

渡

辺

ソ

ノ

き

ん

大

屋

八

六

山

岸

徳

松

さ

ん

三

好

町

七

九

渡

辺

幸

さ

ん

伊

勢

山

八

五

上

回

哲

也

き

ん

川

辺

町

一

四

小
島
み
っ
さ
ん常

国
二
(
下
常
国
)
八
八

田
中
富
次
郎
さ
ん

天
神
四
(
北
天
神
町
)
七
九

山

崎

な

を

子

き

ん

下

之

条

五

O

小
山
き
ち
き
ん中

央
五

(
上
房
山
)
九
一

内

固

た

み

よ

さ

ん

諏

訪

形

七

一

山
本
久
子
さ
ん二

の
丸
(
大
手
町
)
六
八

金

井

英

一

さ

ん

神

科

山

口

七

六

石

川

修

治

さ

ん

大

屋

七

九

田

中

孝

次

郎

き

ん

中

之

条

七

五

島
田
き
よ
さ
ん中

央
六
(
鍛
治
町
)
八
八

回

玉

あ

き

志

さ

ん

御

所

八

二

中

村

実

さ

ん

黒

坪

八

二

金

沢

愛

子

さ

ん

神

畑

六

四

字
梶
正
作
さ
ん

中
央
二

(本
町
)
七
五

酒

井

芳

雄

さ

ん

下

猛

尻

五

六

細
谷
久
年
さ
ん常

国
二
(
北
常
国
)
六

O

山
内
英
作
さ
ん常

磐
城
一
(
西
脇
)
七
七

山
本
久
子
さ
ん常

国
二
(
北
常
国
)
五
七

永

井

た

も

っ

さ

ん

上

室

賀

七

七

南

波

と

ら

さ

ん

下

室

賀

六

二

柳

沢

賞

さ

ん

小

泉

八

O

佐

藤

秀

孝

き

ん

舞

因

。

村

山

雪

子

さ

ん

下

之

郷

五

O

和

田

あ

い

さ

ん

上

小

島

六

六

工

藤

行

雄

さ

ん

下

組

三

七

林

ま

す

い

さ

ん

奈

良

尾

六

九

関

あ

き

さ

ん

下

之

郷

七

七

龍

野

清

き

ん

石

神

九

六

滝

沢

武

登

さ

ん

手

塚

七

三

坂

田

利

重

さ

ん

柳

沢

九

O

大

沢

と

み

子

さ

ん

東

前

山

七

O

宮

沢

す

ま

ゑ

さ

ん

西

前

山

五

八

武

田

は

る

さ

ん

下

組

八

三

水

野

光

さ

ん

五

加

七

八

花

岡

栄

治

さ

ん

手

塚

五

四

峰

村

国

一

さ

ん

中

組

八

八

滝

沢

定

太

郎

さ

ん

中

組

八

七

手

塚

叡

さ

ん

下

本

郷

八

O

戸

兵

考

さ

ん

下

郷

七

五

一
之
瀬
千
官
輔
さ
ん
大
臼
木
四
六

松

崎

は

る

子

き

ん

岩

清

水

五

八

正

村

正

吉

さ

ん

矢

沢

七

六

倉

升
梅
が
丘

川
辺
町

上
田
原

福

田

七七八二八
四九六八六

六
五

五
六

五
二

五
二

一一一園)
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「
l良

識
の
府
と
し
て
の
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

六
年
間
有
権
者
の
付
託
を
受
け
て
国

政
を
担
当
す
る
大
切
な
人
を
選
ぶ
選
挙

で
す
。

き
れ
い
な
選
挙
で
明
る
い
社
会

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

有
権
者
は

、
全
員
投
票
し
ま
し
ょ
う

投
票
で
き
る
人

投
票
日
現
在
、
満
二
十
歳
以
上
の
人

で
、
三
月
十
五
日
以
前
か
ら
三
か
月
以
上

引
続
き
上
田
市
に
住
ん
で

い
て、

住
民

基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
、
さ
ら

に
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人

で
す
。

ム
転
出
者
:
三
月
十
六
日
以
後
に
上
回

市
か
ら
転
出
さ
れ
た
人
で
、転
出
先
の

市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
場
合
、
旧
住
所
地

(
上
田

市
)
の
名
簿
に
ま
た
登
録
さ
れ
て
い

れ
ば
、
旧
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票

で
き
ま
す
。

、SE
3
3
E
3
、，、
3
、SFh53v
也、，、，
vhz
、，r也
5
3
V
也、，、
SF
弘、，、，
I
3
3
E
3
3
v
K
3
、P
也、，
S
E
3
3
v
也、，、，弘、，、
p.

』
第
十
一
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
こ
れ
か
ら
向
こ
う
六
年
間
、
政
治
を
選
挙
と
い
う
形
で
与
、
え
ら
れ
て
い
る
~

怖
は
、
七
月
十
日
を
目
指
し
て
準
備
を
お
ま
か
せ
す
る
議
員
を
選
ぶ
と
い
う
国
民
審
判
の
唯
一
の
機
会
を
生
か
す

n

h

進
め
て
お
り
ま
す
。
選
挙
は
、
全
国
こ
と
が
い
か
に
大
事
を
」
と
か
ご
承
こ
と
で
も
あ
り
、
二
の
投
票
が
主
権
山

抑
区
と
地
方
区
に
区
分
さ
れ
て
行
わ
れ
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

者
た
る
国
民
の
責
務
で
も
あ
る
わ
け
〆

叫

ま

す

。

自
分
が
選
ん
だ
人
が
、
あ
る
い
は
で
す
。

w

d

日
本
は
今
、
内
外
と
も
、
復
雑
多
選
ぼ
う
と
す
る
人
が
、
ど
ん
な
態
度
当
日
所
用
の
た
め
、
止
む
な
く
不
ザ

一

で

政

治

に

取

り

組

ん

で

き

た

か

あ

在

と

な

る

方

は

「

不

在

者

投

票

」

の

…

…

ミ

v
h
v
参

議

院

議

員

~

一
¥ψ
一

仁

選

挙

を

迎

、

え

で

の

…

{

‘

上田市
選挙管
理委員会
一

委
員
長

森

山

潔

…

J

岐
な
問
題
を
か
か
、
ぇ
、
特
に
政
界
は
る
い
は
取
り
組
ん
で
行
け
る
か
、
よ
制
度
を
活
用
さ
れ
、
ま
た
、
全
国
区

W

M

保
革
伯
仲
、
再
編
成
、
多
党
化
と
言
く
考
、
え
て
、
参
議
院
の
特
質
も
併
せ
と
地
方
区
の
選
挙
の
色
分
け
も
注
意

J
W

L

っ
た
混
迷
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

自
分
の
理
制
仙
の
人
を
、
あ
る
い
は
こ
し
、
さ
ら
に
、
氏
名
を
ハ

ン
キ

リ

書

、

向
こ
う
し
た
と
き
、
国
の
政
治
は
選
れ
に
準
ず
る
人
を
選
ん
で
、
良
い
政
い
て
、
無
効
票
に
な
ら
な
い
よ
う
一
庄
一
町

、
挙
に
よ

っ
て

選

ば

れ

た

国

会

議

員

に

治

の

実
現
に
一
歩
一
歩
近
づ
け
て
い
立
し
て
い
た
た
き
た
い
も
の
で
す
。

司

ω
よ

っ
て

行

わ

れ

て

行

く

の

で

す

か

ら

く

努

力

を

繰

り

返

し

て

行

く

こ

と

が

相

t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
w
 

陪
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A
U

転
入
者
・
・
・
三
月

十
六
日
以
後
に
上
回

市
外
か
ら
上
田
市

へ
転
入
さ
れ
た
人

で
上
田
市

の
選
挙
人
名
簿
に
笠
録
さ

れ
て
い
な
い
場
合、

旧
住
所
地
(
上
田

市
以
外

の
市
町
村

)
の
名
簿
に
笠
録

さ
れ

て
い
れ
ば
そ
こ

で
投
票
で
き
ま

す
。

A
U

市
内
転
居
者

五
月
三
十
一
日
ま
で
に
市
内
転
居
し

市
役
所
市
民
課
か
各
支
所

へ
転
居
届

を
さ
れ
、
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
人
は

新
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま

す
。六

月
一
日
以
後
転
居
届
を
出
さ
れ

た
人
は
、
旧
住
所
地
の
投
票
所
で
投

票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

学
生
の
選
挙
権

修
学
の
た
め
察
、
下
宿
な
ど
に
住
ん

で
い
る
学
生
、
生
徒
な
ど

の
住
所
は
原

則
と
し
て
寮
や
下
宿
な
ど
に
あ
り
ま
す
。



だー選挙特集一一昭和52年 6月 1日一一(2)ー
し
た
が

っ
て
、
家
族
の
住
ん
で
い
る
と

こ
ろ
か
ら
通
学
す
る
人
以
外
は
す
べ
て

そ
の
察
、
下
宿
な
ど
が
所
在
す
る
市
町

村
が
住
所
と
な
り
ま
す
の
で
、
家
族
な

ど
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
は
選
挙
権

が
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入

場

権

入
場
券
は
全
部
郵
送
し
ま
す
が
、
投

票
日
近
く
な
っ
て
も
届
か
な
い
と
き
は

選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
で
も
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
場
券
は
世
幣
あ
て
と
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
分
を
点
線

か
ら
切
り
と

っ
て
投
票
所

へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

えヴ外 (貯話i員易ii号)一一一広報

投
票
で
き
る
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

須
川
、
畑
山
、

長
入
、
岩
清
水
、
野
倉

の
各
投
票
所
は
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

投
票
は
な
る
べ
く
早
自
に
、
時
閉
め

余
裕
を
み
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
の
方
法

投
票
用
紙
は
、
地
方
区
を
さ
き
に
、

全
国
区
を
あ
と
に
お
渡
し
し
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
に
記
載
し
て
、
定
め
ら
れ
た
投

票
箱
に
そ
れ
ぞ
れ
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

，号外ー

学
校
は
、
大
切
な
施
設
で
あ
り
、
勉

学
の
場
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ゴ
ミ
を

す
て
た
り
よ
ご
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し

主
7 

こ
の
一
票

政
治
と
暮
し
に
生
か
す
票!ょく

ネ111

n 

自
分
で
書
け
な
い
人
は
、

投
票
は
、
自
分
で
書
く

こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
が
、
手
を
い
た
め
て
い
た
り

字
を
し
ら
な
い
た
め
に
字
が
書
け
な
い

な
ど
の
場
合
は
、
投
票
所
で
申
し
出
て

く
だ
さ
い

。
補
助
者
の
代
筆
に
よ
り
、

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
の
秘
密
は
厳
重
に
守
ら
れ
ま
す

の
で
安
心
し
て
、
ご
遠
慮
な
く
申
し
出

て
く
だ
さ
い

。

不
在
者
投
票

0
0
.
 

。
投
票
日
、
や
む
を
得
な
い
用
事
で
、

投
票
所

へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、
本
人
が
直
接
、
不
在
に
な
る
旨
の

宣
誓
書
を
提
出
す
る
と
、
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間
は

、
公
示
の

日
か
ら
、
投
票
日

の
前
日
ま

で
で
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
、
毎
日
、
選
挙
管
理

委
員
会
室
(
市
役
所
四
階

)
で
行
っ
て

い
ま
す

の
で

、
な
る
べ
く
早
自
に
投
票

を
す
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

。

投
票
に
お

い
で
の
と
き
は
、
入
場
券

印
鑑
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

重度身障者の皆さん

不在者投票ができます

郵便で

重
度
身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
の
う
ち

次
に
該
当
す
る
人
は
、
郵
便
に
よ
る
在

宅
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

人
は
早
目
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
投
票

で
き
る

人

川
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
で
、
両
下
肢
(
し
)
、
体

幹
障
害
が
一

級
、
ま
た
は
二
級

の

人
。

心
臓
、

じ
ん
臓
、
呼
吸
器
障
害
が

一
級
も
し
く
は
三
級
の
人
{

ω戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
で
、
両
下
肢
(し
)
、
体
幹

障
害
が
特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症

ま
で
の
入
。

心
臓
、
し
ん
臓
、
呼
吸
器
障
害
か

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の

A
八
。

イ固
定 々
車 菌
、接

ス

あ
る

は
道
路

上
、で

二
、
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請

投
票
を
希
望
す
る
人
は
、
選
挙
併

が
品
目
且
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
選
挙

管
理
委
員
会
の
委
員
長
が
発
行
す

る
証
明
書
が
必
要
で
す

の
で
申
請

し
て
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

(
こ
の
証
明
舎
は
、
四
年
間
有
効

で
す
か
ら
大
切
に
保
管
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い

)

三
、
投
票
の
手
続
き

選
挙
の
期
目
前
四
日
ま
で
に
、
本

人
自
身
の
署
名
に
よ
り
、
投
票
用

紙
お
よ
び
投
票
用
封
筒
を
請
求
し

本
人
自
身
で
候
補
者
一
名
の
氏
名

を
記
載
し
、
所
定

の
封
筒
に
入
れ

て
署
名
し
、
本
人
が
笠
録
さ
れ
て

い
る
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

の
委
員
長
に
郵
便
(
こ
の
場
合
は

必
ず
郵
便
で
送
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

)
で
送
付
し
ま
す
。

こ
の

投
票
に
つ
い
て
は
早
目
に
手
続
き

を
す
る
よ
う

に
し

て
く
だ
さ
い

。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
は
手
続

き
が
箇
倒
な
の
で
、
事
前
に
選
挙

管
理
委
員
会
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

(
宮
@
四

一
O
O内
線
五
七

一
有
線
②

O
九

O

二

立
会
演
説
会

次
の
日
程
で
立
会
演
説
会
を
開
催
し

ま
す
。
候
術
者
の
政
策
を
直
接
聞
け
る

よ
い
機
会
で
す
ロ
お
誘
い
あ
わ
せ
の
7

え
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

そ
の

機
会
を
利
用
し
て
役
票
を
依
頼

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



次
次
回
桧
て
立
会
泊
説
会
を
際
俗
し

ま
す
。
候
補
者
の
政
策
を
直
接
聞
け
る

よ
い
機
会
で
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

て
く
だ
さ
い

投
票
用
紙
は
、

地
方
区
を
さ
さ
に

全
国
区
を
あ
と
に
お
渡
し
し
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ

に
記
載
し
て
、
定
め
ら
れ
た
投

票
箱
に
そ
れ
ぞ
れ
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
障
害
が

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の

人。

を
す
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票

L
お
い
で
の
と
き
は
、
入
場
券

印
鑑
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

外h

学
校
は
‘
大
切
な
施
設
で
あ
り
‘
勉

学
め
場
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ゴ
ミ
を

す
て
た
リ
よ
ご
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

。
六
月
二
十
七
日
(
月
)
午
後
六
時
三
十

開
票
所
と
な
る
学
校
内
を
よ
ご
さ
な

い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

と
き

1
七
月
十
日

(
日
)

午
後
七
時
三
十
分

と
こ

ろ

1
上
田
市
立
清
明
小
学
校
体

育
館

介
の
予
定

上
回
市
民
会
館

。
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
政
見
放
送
も
お

き
き
く
だ
さ
い
。

個
々
面
接

電
車
、
パ
ス
、
あ
る
い
は
道
路
上
で

た
ま
た
ま
友
人
や
知
人
に
出
会
い
、

そ
の
機
会
を
利
用
し
て
役
察
を
依
頼

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

だ一選挙特集I(貯話語綴号) 号

署
名
運
動
の
禁
止

選
挙
に
関
し
投
票
を
し
て
も
ら
う

た
め
、
ま
た
は
投
票
を
さ
せ
な
い
目

的
で
、
選
挙
人
に
対
し
署
名
運
動
す

る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
気
投
票
の
公
表
の
禁
止

何
人
も
、
選
挙
に
閲
し
、
公
職
に

就
く
べ
き
人
を
予
想
す
る
人
気
投
票

の
経
過
ま
た
は
結
果
を
公
表
す
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

飲
食
物
の
提
供
の
禁
止

何
人
も
、
選
挙
運
動
に
関
し
て
は

そ
の
名
目
は
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
飲

食
物
(
な
ん
ら
加
工
し
な
く
て
も
そ

の
ま
ま
飲
食
に
供
し
得
る
も
の
。
た

と
え
ば
、
料
理
、
弁
当
、
酒
、
ビ
ー

ル
、
ジ
ュ
ー
ス
、
果
物
、
背
景
y

す
な
ど
)

を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
候
補
者
が
選
挙
運
動

員
や
労
務
者
を
慰
労
す
る
目
的
で
飲

食
物
を
提
供
す
る
。
第
三
者
が
候
補

者
を
激
励
す
る
た
め
に
、
陣
中
見
舞

と
し
て
候
補
者
な
ど
に
飲
食
物
を
提

供
す
る
こ
と
も
い
け
ま
せ
ん
，

陣
中
見
舞
に
市
酒
を
も

っ
て
い
き

ま
す
が
こ
れ
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
・

公
職
の
候
補
者
な
ど
寄
付
祭
止
め
条

項
に
ふ
れ
る
場
合
ー
が
あ
り
ま
す
の
で

じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
立
し
て

t
た
さ
い
.

た
だ
し
、
お
茶
や
日
常
も
ち
い
ん

与も
してはいけない

選挙運動

開
票
の
と
き

・
と
こ
ろ

ゐ 品 開-<1<" ~診 m
ポスタ ー掲示板の前は、
見やす くしましょう 。

開
票
は
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

指
定
さ
れ
た
場
所
に
お
い
て
開
票
状

況
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
正
な
選
挙
運
動
は

み
ん
な
で
追
放
し
よ
う

る
こ
と
は
い
け
な
い

こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す。

こ
の
は
が
き
は
、
必
ず
定
め
ら
れ
た

郵
便
局
に
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。

ピ
ラ

の
頒
布

固
め
選
挙
に
限
り
ビ
ラ
を
頒
布
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
頒
布
の
方
法
は

選
挙
事
務
所
内
、
立
会
演
説
会
場
の

入
口
、
個
人
演
説
会
場
内
、
街
頭
演

説
の
場
所
に
お
い
て
頒
布
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
散
布
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
新
聞
折
込
み
に
よ
り
各
戸

配
付
す
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

個
人
演
説
会

個
人
演
説
会
で
、
応
媛
演
説
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

戸
別
訪
問
の
禁
止

戸
別
訪
問
と
は
、
選
挙
運
動
の
た
め

に
、
連
続
し
て
戸
別
に
選
挙
人
の
居

宅
を
訪
問
す
る
こ
と
で
す
。

(
官
公

庁
、
会
社
、
工
場
、
ト
事
業
所
な
ど
も

戸
別
の
な
か
に
は
い
り
ま
す
。
)

ま
た
、
二
戸
だ
け
訪
問
し
て
も
そ

の
状
況
、
内
容
な
ど
に
よ
り
戸
別
と

み
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、

玄
関
内
に
は
い
ら
ず
軒
下
、
庭
な
ど

で
あ

っ
て
も
戸
別
訪
問
に
該
当
し
ま

す
。
単
な
る
あ
い
さ
つ
、
名
刺
を
お

い
て
あ
る
く
こ
と
な
ど
も
い
け
な
い

こ
と
で
、
何
人
も
戸
別
訪
問
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
立

候
補
届
出
後
で
あ
る
か
、
立
候
補
の

決
立
前
で
あ
る
か
は
、
同
罪
的
成
立

に

μ蜘
討
が
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

え

選
挙
運
動
は
、
自
由
で
あ
る
こ
と
が

理
恕
で
あ
り
、
も

っ
と
も
の
ぞ
ま
し
い

こ
と
で
す
が
自
由
で
あ
る
と
、
金
や

権
力
や
情
実
な
ど
に
も

の
を
い
わ

せ
て

な
ん
で
も
で
き
る

(
お
金
が
あ
る
)
人

が
有
利
に
な
り
、
明
る
い
選
挙
が
行
わ

れ
な
く
な
る
の
で
、
公
職
選
挙
法
に
よ

り
、
公
平
に
平
等
に
選
挙
が
で
き
る
よ

う
、
選
挙
巡
動
に
闘
し
い
ろ
い
ろ
制
限

を
設
け
て
い
ま
す
。

つ- (3)一一昭和白年 6月 1日 広報

選
挙
運
動
用
と
し
て
表
示
を
受
け
た

は
が
き
を
候
補
者
か
ら
も
ら
っ
て
知

人
な
ど
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

記
載
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
虚
偽

や
公
序
良
俗
に
反
す
る
こ
と
の
な
い

か
ぎ
り
自
由
で
す
。

同

一
世
帝
内
あ
て
の
場
合
の
表
書

き
は
連
名
で
も
よ

い
が
、
工
場
、
事

業
所
会
社
な
ど
へ
「
御
中
」
ま
た
は

「
御

一
同
様
」
な
ど
と
書
き
回
覧
す

選挙運動

できる

だれにも

選
挙
運
動
用
は

が
き
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れ
て
い
る
科
度
の
菓
チ
は
さ
し
っ
か

え
あ
り
ま
せ
ん

旬
以
岨
買
を
張
る
行
為
の
禁
止

何
人
も
、
選
挙
巡
動
の
た
め
に
肉
動

市
中
を
つ
ら
ね
、
ま
た
は
隊
ご
を
く
み

は
ち
巻
や
棋
な
ど
を
た
て
て
往
来
す

る
な
ど
は
、
ド
A

制
労
を
町
取
る
行
為
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

買
収
供
応
の
禁
止

選
挙
逆
動
の
た
め
、
選
挙
人
ま
た

は
選
挙
巡
動
者
に
対
し
、
金
銭
、
物

口
聞
な
ど
を
お
く
っ
た
り
、
約
束
す
る

こ
と
、
ま
た
、
飲
食
物
を
提
供
し
、

芝
肘
や
遊
覧
飛
行
に
案
内
し
た
り
、

そ
の
他
相
手
方
に
慰
安
な
ど
を
与
え

て
歓
待
す
る
こ
と
は
買
収
に
該
当
し

ま
す
。

選
挙
妨
害
の
禁
止

候
補
者
に
つ
い
て
、
デ
?
を
と
ば

し
た
り
、
選
挙
人
、
候
補
者
、
選
挙

運
動
員
な
ど
を
お
ど
か
し
た
り
、
演

説
、
集
会
、
交
通
な
ど
を
妨
害
し
た

り
、
選
挙
用
の
ポ
ス
タ
ー
を
破
い
た

り
、
投
票
に
干
渉
し
棄
権
を
す
す
め

た
り
し
て
選
挙
の
自
由
を
さ
ま
た
げ

る
と
選
挙
の
自
由
妨
害
の
罪
と
な
り

ま
す
。

連
呼
行
為
の
制
限

病
院
、
学
校
、
立
会
演
説
会
場
な

ど
の
付
近
で
は
静
か
に
す
る
な
ど
の

制
限
が
あ
り
ま
す
。

選
挙
後
の
あ
い
さ
つ
行
為
の
制
限

選
挙
後
の
あ
い
さ
つ
行
為
は
期
日

の
出
品
め
は
な
く
、
文
章
、
口
頭
、
会

え7 外 (器摘括協)一一広報号

A
n
な
ど
を
利
用
し
て
す
る
こ
と
は
制

限
さ
れ
て
い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
の
制
限

無
検
印
、
無
証
紙
の
ポ
ス
タ
を

一
事
業
所
、
事
務
所
主
ど
に
掲
示
す
る

た
め
頒
布
す
る
場
合
て
も
違
反
と
な

り
ま
す
。

よ
く
屋
内
用
な
ど
と
い
っ
て
無
検

印
の
も
の
は
よ
い
と
い
わ
れ
ま
す
が

こ
れ
ら
は
い
っ
さ
い
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
屋
内
用
と
称
し
て

窓
の
内
側
に
貼
付
し
通
行
人
に
見
、え

る
よ
う
な
こ
と
は
違
反
で
す
。

地
方
区
の
場
合
は
掲
示
板
に
貼
る

の
で
検
印
、
証
紙
は
な
い
が
、
全
国

区
は
、
証
紙
を
は
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

街
頭
ポ
ス
タ
ー
は

許
可
を
と
っ
て
か
ら

選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
を
、
住
居
、

公
道
、
私
道
、
公
私
有
地
、
電
柱
(
電

話
、
電
力
、
有
線
放
送
、
防
犯
灯
用
な

ど
)
な
ど
に
無
断
で
掲
示
さ
れ
た
も
の

は
、
単
に
と
り
除
く
こ
と
だ
け
で
あ
れ

ば
妨
害
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を

破
損
さ
せ
る
と
妨
害
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

掲
示
責
任
者

に
と
り
除
く
よ
う
に
連
絡
す
る
こ
と
が

よ
い
方
法
て
す
。

寄
付
の
禁
止

公
職
の
候
補
者
な
ど
は
、
時
期
や
名

自
の
い
か
ん
を
間
わ
す
選
挙
民
内
に
あ

る
人
に
対
し
て
寄
付
を
す
る
こ
と
は
黙

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

候
補
者
な
ど
と
は
、
候
補
者
、
こ
れ

か
ら
立
候
補
し
よ
う
と
す
る
立
志
が
あ

る
入
、
本
人
の
行
動
な
ど
か
ら
凡
て
立

候
補
の
立
志
を
有
す
る
人
と
認
め
ら
れ

る
入
、
す
で
に
公
職
に
あ
る
人
な
と
を

総
称
し
ま
す
。

禁
止
の
一
例

国
会
な
ど
の
見
学
に
お
み
や
げ
を
く

ば
る
。
花
輪
を
お
く
る
。
供
花
。
香
典

祝
儀
。
お
中
元
。
お
歳
暮
。
入
学
祝
。

出
産
祝
。
お
祭
り
の
寄
付
。
館
別
。
う

ち
わ
。
ヵ
レ
ン
タ

l
。
他
の
選
挙
に
選

挙
献
金
や
政
治
献
金
を
お
く
る
。
酒
食

の
提
供
。
正
月
な
ど
、
自
宅
に
来
た
者

に
酒
食
を
提
供
す
る
。
給
与
の
返
上
。

色
紙
を
お
く
る
。
表
彰
状
に
記
念
品
を

つ
け
る
。
協
賛
金
。
賛
助
金
。
催
し
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
協
賛
金
な
ど
の
支

出
。
こ
の
外
に
多
数
の
例
が
あ
リ
ま
す

ま
た
、
凶
や
県
や
市
町
村
な
と
か
ら

補
助
金
、
利
子
補
給
な
と
を
受
け
た
り

請
負
契
約
や
物
品
納
入
契
約
、
そ
の
他

特
別
の
利
益
を
伴
う
契
約
の
当
事
者
(
例

入
、
会
社
、
そ
の
他
の
法
人
ら
ど
)
は

寄
付
が
判
所
比
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
そ
の
相
千
万
は
候
補
者

政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
で
あ
る
と
を

問
わ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

投
票
の
便
宜
供
与

公
選
法
、
労
働
法
準
法
な
ど
に
、
選

挙
の
当
日
は
そ
の
選
挙
権
を
行
使
す
る

た
め
に
投
票
所
に
行
く
と
き
は
必
要
な

時
間
を
与
、
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
口
公
庁
の
み
で

な
く
、
広
く
一
一
般
民
聞
の
す
べ
て
の
企

業
団
体
及
び
雇
用
主
に
対
し
て
こ
れ
を

求
め
て
い
る
も
の
で
す
。

お祭 りなどの

寄付、お酒など

¥ 

明るい選挙で明るい未来

日

上田市選挙管理委員会(合⑫4100内線571有線②0901)

270人

686人

584人
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